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行動記録 地点 発 地点 着 地点 着 歩行時間

12月24日 関空 11:40 上海 14:20 ｶﾄﾏﾝｽﾞ 18:45 0

12月25日 ｶﾄﾏﾝｽﾞ 13:30 ﾙｸﾗ
13:30

(14:00）
ﾊﾟｸﾃﾞｨﾝ 17:20 3:20

12月26日 ﾊﾟｸﾃﾞｨﾝ 8:00 jｼﾞｮﾙｻﾚ 11:15  (12:15)
ﾅﾑﾁｪ ﾊﾞｻﾞｰ

ﾙ
15:20 6:20

12月27日
ﾅﾑﾁｪ ﾊﾞｻﾞｰ

ﾙ
8:00 ﾌﾟﾝｷ･ﾃﾝｶﾞ 11:45  (12:45) ﾀﾝﾎﾞﾁｪ 15:00 6:00

12月28日 ﾀﾝﾎﾞﾁｪ 8:00 ｼｬﾏﾚ 11:30 (12:45) ﾃﾞｨﾝﾎﾟﾁｪ 15:00 5:45
12月29日 ﾃﾞｨﾝﾎﾟﾁｪ 9:00 ﾁｭｸﾝ 11:30 (12:50) ﾃﾞｨﾝﾎﾟﾁｪ 14:30 4:10
12月30日 ﾃﾞｨﾝﾎﾟﾁｪ 8:00 ﾄｳｸﾗ 10:20 ﾛﾌﾞﾁｪ 13:00 5:00
12月31日 ﾛﾌﾞﾁｪ 8:00 ｺﾞﾗｸｼﾌﾞ 10:45 ｶﾗﾊﾟﾀｰﾙ 13:30 (14:00) 7:40
12月31日 ﾛﾌﾞﾁｪ 17:10
1月1日 ﾛﾌﾞﾁｪ 8:00 ﾍﾟﾘﾁｪ 10:30 (12:00) ﾊﾟﾝﾎﾞﾁｪ 14:20 4:50
1月2日 ﾊﾟﾝﾎﾞﾁｪ 8:00 ﾃﾞｨﾝﾎﾟﾁｪ 9:45 (10:00) ﾌﾟﾝｷﾃﾝｶﾞ 11:05 (12:10) 6:00
1月2日

ﾅﾑﾁｪ ﾊﾞｻﾞｰ
ﾙ

15:00
1月3日

ﾅﾑﾁｪ ﾊﾞｻﾞｰ
ﾙ

8:00 ﾊﾞｸﾃﾞｨﾝ 12:15 (13:20) ﾙｸﾗ 15:40 6:40
1月4日 ﾙｸﾗ 停滞
1月5日 ﾙｸﾗ 15:40 ｼﾞﾘ 16:00 (16:25) ｶﾄﾏﾝｽﾞ 17:00 0
1月6日 ｶﾄﾏﾝｽﾞ ｶﾄﾏﾝｽﾞ 23:30 0
1月7日 上海 6:20   (7:30) 関空 1:30
概念図

06年12月24日～07年1月7日

ＯＡＣ会員３＋１名

ｴﾍﾞﾚｽﾄ街道往復
ｶﾞｲﾄﾞ 案内ﾛｯｼﾞ泊

山行報告書 報告書作成

ネパール、ｿﾙ･ｸｰﾝﾌﾟ山域

市内観光

山名 [山域]
登山期間
参加人数

目的と方法
山行形態



日　誌

感　想

参加者

　２年ごしの計画であたがやっとＮ国の政情が安定し実現した、当初一番天候のよい10ー11月を検討していたがＩ
さんが休むことで出来る5+土日×2=9日ではｴﾍﾞﾚｽﾄ街道ﾄﾚｯｷﾝｸﾞは無理と判断して寒いというリスクを押して年末
年始にした。
　しかし結果的には以外に気温が高くまた天候にも恵まれ最高の山行を楽しむことが出来た、けっきょく雪の上を
歩くことはなかった。途中でメンバーに加わったＫさんＨさんガイドのＫＰさん長い行程でも一度も気まずいこともな
く、素晴らしいチームワークで目標を達成できました。

　Ｋさんと私は２－３年の内に6000m級のﾋﾟｰｸﾊﾝﾄを希望、ＨさんはTop Of The World を目指したいなどそれぞれ
の目標に向け具体的にイメージを描けることができたと思います。
　今回の山行でＮ国の治安状態、格安なロッジの利用方法、ガイドやポーターの雇い方など多くのノウハウを得る
ことができました。今後Ｎ国のトレッキングを目指す方には適切なアドバイスができると思います。

　４日朝からルクラ空港、近くのレストランで飛行機の飛来を待つが１日たっても来ず、５日も朝から待ちぼうけ、午
後１便が飛んだという情報もあるが結局来ず、ヘリに＄200で乗らないかという誘いがある、結局2万円支払うこと
で合意し、ｼﾞﾘ経由でｶﾄﾏﾝｽﾞに帰ることが出来た。（ﾙｸﾗ→ｶﾄﾏﾝｽﾞの運賃は90%戻り結局＄110の負担）また最後の
宿泊先はガイドの配慮でホテル、Ｍａｌｌａに変更され快適な１夜を過ごすことが出来た。

　３１日はいよいよｶﾗ ﾊﾟﾀｰﾙをｱﾀｯｸする日である、天気が良ければ、１日行程を短縮しここに戻る予定である。さ
すがに5000mを越えると足取りが重い、しかし天気は快晴、最終経由地のｺﾞﾗｸｼﾌﾞに10:45着、軽く昼食を取る。ｶﾗ
ﾊﾟﾀｰﾙは２年前に少し北に移動しコースタイムは３時間でキツイ登りが続く、なんとか13:20頃コルに到着、急な岩
山の頂上にﾀﾙﾁｮがたなびいている、ここまできた以上最高点を目指そうと全員登る。13:30登頂、まさに360度の展
望、Top Of The World まで10Km、期待通りの展望を満喫した。展望を満喫できたのでﾛﾌﾞﾁｪまで下るが途中Ｙ夫
妻や行きで一緒だったﾊﾞﾝｺｯｸからの若者ｸﾞﾙｰﾌﾟに行き会い激励して17:10帰還、ロッジに泊まる。
　ここで年が変わり2007年、満足感に慕って下山開始、診療所のあるﾍﾟﾘﾁｪで昼食をとり、ﾊﾟﾝﾎﾟﾁｪ、ﾋﾏﾗﾔﾝﾛｯｼﾞ
泊。 ２日はﾀﾝﾎﾞﾁｪ経由でﾅﾑﾁｪまで行くが、行きは霧だったﾀﾝﾎﾞﾁｪでは加藤保の慰霊碑の脇から最後のｴﾍﾞﾚｽﾄﾋﾞｭｰ
を楽しむ、ホテルﾅﾑﾁｪ泊。
　３日は最後の歩行日である、このトレッキング路を懐かしみながらルクラに戻る（ﾌｧﾐﾘｰﾛｯｼﾞ２泊）

　翌日は仏教寺院で有名なタンボチェを目指すがじょじょに天候が悪化、翌日の目的地であるディンポチェから上
では雪が降っているという情報が入る。寺院に着いた頃は霧が有るが視界は１００ｍほど有り、寺院の内部を見学
する、貴重な仏画が描かれているが撮影は禁止。ここではゴンパロッジで泊まるが神戸からのＹ夫妻やローツエを
目指した韓国隊の一部と同宿になる。英語を話せるカメラマンから状況を聞くが登頂を断念して下山してきたこと、
日本隊の田辺さん（隊長）とは協力関係にあったことなど情報を得る。夜もふけ１人の隊員がトラになり退場になる
ハプニングもあった。またＨさんが高山病の症状が出たため薬（ﾀﾞｲﾔﾓｯｸｽ）を飲む、翌日はかなり改善が進んだよ
うだ。　２８日は高地順応を行うディンボチェを目指す、昼食をｼｬﾏﾚで取り１５時には到着した、ホテルファミリア泊（２泊）

　２９日はローツエ、ｱｲﾗﾝﾄﾞﾋﾟｰｸ方面のチュクンまで往復して高地順応を行うがＩさんの体調が悪い、薬を飲んで様
子を見る。チュクンではローツエ日本隊の一部に会い頂上まで１ピッチで断念したという臨場感あふれたお話を聞
く、重症を負ったシェルパのヘリ待ちをしていた。
　３０日はｶﾗﾊﾟﾀｰﾙ､ｱﾀｯｸﾎﾟｲﾝﾄである、ﾛﾌﾞﾁｪを目指すがここは4930m自分の最高ポイントである。（ｱﾙﾊﾟｲﾝｲﾝ泊）
午前４時頃Ｉさんと私両方頭痛で目が覚め、顔が浮腫んでいる自覚がある、早めに薬を飲んだほうがよいという判
断でガイドを起こし薬をいただく。おかげで翌朝までで症状がかなり緩和した。

　ﾙｸﾗまでの空路は定員15人くらいのﾂｲﾝｵｯﾀｰと言う飛行機で一応客室乗務員も乗っているしかも貨物が多く離
陸でいるか不安なほどである。ﾙｸﾗ空港は有名な短滑走路で傾斜を利用し何とかとまり乗客から自然に拍手が出
　ここからパクディンまで３時間ほど、シェルパビレッジ泊。２ベットの個室で快適である、今後泊まるロッジすべて
このような形態でテントを持参するキャラバンスタイルを見かけることはほとんどなかった。
　翌日はこのコース最大の村、ナムチェバザールに向けて進む、途中ヤクの隊列や荷物を運ぶポーターに行き会
う。ちなみに我々の荷物はＫＰが手配した２名のポーターが運んでいる、Ｋ氏だけは訓練のためディンポチェ
（4400m)まで依存しないで行く。

　ナムチェは傾斜地にある１００戸ほどの集落でお土産屋も多く両替も可能である。ここでは行き帰りホテル ナム
チェ泊で２００ルピーで温水シャワーが使え汗を流せるのは有難い。

　空港へはガイドのＫＰさんが迎えにきてくれ、ホテルバイシャリへ、チェックイン後レストランで食事。

　バイシャリは繁華街のタメル地区の中で便利であるが設備の保守が悪く（ネパール全体にいえる）ドアーのノブ
が取れてしまう。
　また温水が出ず今日はシャワーお預け、後でボイラーは 22時で切れてしまうことが分かる、ネパールでは温水
シャワーを使うことはかなり贅沢な行為である。
　翌日ルクラに向けて飛ぶためカトマンズ空港に行くが霧が晴れず午前中は待ちぼうけ、そこでＹ姉妹と情報交
換、やっと１３時３０分ころ離陸した。

　ネパールへの直行便は関空からしか出ていないため、初めての関空利用となる。直行便とはいえ、給油のため
上海に立ち寄り２時間ほど機内で待機、時差は３時間１５分で現地には夕方到着した。


